
別記第１号様式（第６条関係） 

 

                           令和４年１０月 ３日 

 

 （宛先）亀岡市長 

 

               住所(所在地)  亀岡市東本梅町赤熊北垣内 8 番地 

               団  体  名  特定非営利活動法人亀岡人と自然の 

ネットワーク 

           申請者 代表 者役 職 代表理事 

               代表 者氏 名      上田 稔 

               電 話 番 号（担当者）   090-1136-8078 

 

ふるさと亀岡まちづくり応援交付金応援希望団体登録申請書 

 

 応援希望団体として登録を希望するため、ふるさと亀岡まちづくり応援交付金交付

要綱第６条の規定により関係書類を添えて申請します。 
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主たる事務所 
〒621-0234 

亀岡市東本梅町赤熊北垣内 8 番地 

担当者連絡先 

ふりがな 

氏 名   中川
なかがわ

 清
きよし

 

電話番号 090-1136-8078 FAX番号 

E-mail 

curtus0 5 @ a yum odok i.n e t 

連絡希望手段・時間帯 

メールによる連絡を希望 

ホームページ等 https://ayumodoki.net/ 

団体設立年月日 平成 15年 6 月 1 日 

活 動 目 的 

亀岡を拠点とし、口丹波地域の歴史、伝統、文化、地誌、野

生生物、人の営みを含めた生態環境等に理解を深めるための

調査・研究・啓発等の事業を行い、人と自然の調和・共生に

寄与することを目的とする。 

地 域 の 課 題 

亀岡市の魚にも指定されている天然記念物アユモドキの保護

増殖活動を進めていくためにも、アユモドキを含む亀岡市に

生息する多様で希少な生き物の魅力を普及し、生物多様性へ

の理解を更に高めていくことが重要な課題となっている。 

mailto:curtus05@ayumodoki.net
https://ayumodoki.net/


事 業 概 要 

亀岡市は関西の大都市圏と隣接しながらも多様で希少な生き

物が数多く生息しています。その頂点にいるのがアユモドキ

の存在と言えます。生き物紹介パネルを作成して学校などで

展示する、親しみやすい絵や図などをまじえて HP から情報

発信するなどの啓発活動を行う。 

登 録 要 件 
☑ ふるさと亀岡まちづくり応援交付金交付要綱第２条に規

定する交付対象団体の登録要件をすべて満たしている 

初年度目標寄附額 １５０，０００円 

希望登録期間 令和５年 ～ 令和７年 

 



応援希望団体 事業計画書 

●事業名 亀岡市に棲むアユモド キなど希少生物の普及啓発事業 

●取り 組みたい地域の

課題や現状 

 

亀岡市の魚にも 指定さ れている 天然記念物アユモド キの保護増殖活

動を 進めて行く ため、 市民の理解と 支援を 広げるこ と が重要です。 ア

ユモド キを 含めて亀岡市に生息する 多様で希少な生き 物の魅力を 普

及啓発し 、生物多様性への理解を 更に高めていく こ と が課題と なっ て

いる。  

●こ れまでの団体の 

取り 組みの紹介 

 

市民参加による生き物観察会など水辺での活動、サンガスタ ジアムの

アユモド キ啓発パネル作成と 飼育支援、 N PO 法人のホームページ

「 ayumodoki.net」 による亀岡の生き 物紹介などを実施し てきまし た。 

●今回応援を 希望する 

事業の目的 

 

亀岡市は関西の大都市圏と 隣接し ながら も 多様で希少な生き 物が数

多く 生息し ています。その頂点にいるのがアユモド キの存在と 言えま

す。 多様な生き 物の存在と 魅力について普及啓発活動を 行い、 自然と

の共生を 担う 人材育成の契機と し 、 ひいては SD Gｓ の目標「 陸の豊

かさ も 守ろ う 」 実現に資する。  

事業の概要 ① 生き 物紹介パネルの作成･･･アユモド キなど希少生物を 紹介する

パネルを 作成し 、 学校や公共施設などで展示する。  

② H P から の情報発信･･･親し みやすい絵や図などを 交えた情報発

信で普及啓発活動を行う 。  

●事業によっ て期待 

さ れる効果・ 変化 

 

子ど も たち を 含めて幅広い層の市民に亀岡の多様な生き 物の魅力を

広げるこ と で、自然と の共生など持続可能なまちづく り への関心を 高

める。  

●事業実施体制 

 

総括   上田 稔  総括代理 山内俊房、 増田 浩 

啓発主任 仲田丞治、 宇野洋平  地域連携 黒川孝宏、 中川 清 

庶務・ 会計 中川 清 

事業実施時協力者数 最大  15 名程度 

●情報発信方法 

（ 寄附の獲得方法）  

 

アユモド キ啓発物品販売者等に寄付チラ シの配架を 依頼する 

N PO 実施イ ベント 時に寄付チラ シを 配布 

N PO ホームページの記事発信時に寄付情報を発信する 

 



団体名： 特定非営利活動法人亀岡人と自然のネットワーク

〔収入〕

〔支出〕

対象経費 対象外経費

50,000      

20,000      

35,000      

3,000        

2,000        

110,000    -                

※記入欄については必要に応じて追加してください。

まちづくり応援交付金 105,000                        
※初年度目標寄附額の７割になります。
※対象経費の支出合計以下の金額になります。

収　支　計　画　書

項　　　　目 金額（円） 内訳（数量・単価など）

事業収入 5,000                            啓発グッズ販売手数料

その他補助金

消耗品費 パネル枠等

その他収入

合計額 110,000                         ※支出総額と同額になります。

項　　　　目
金額（円）

内訳（数量・単価など）

報償費 デザイン謝礼等

通信運搬費 郵送料

手数料 払込手数料

印刷製本費 パネル・リーフレット印刷

支出合計

総合計 110,000                         ※収入総額と同額になります。




